
さようなら原発オンライン学習会
第28回

お話：澤井正子さん

 日　時：５月29日（木）18：00～

主 催：「さようなら原発」一千万署名 市民の会
　　　落合恵子　鎌田慧　古今亭菊千代　佐高信　澤地久枝　藤本泰成　武藤類子 
連絡先：さようなら原発1000万人アクション事務局 
　　　　東京都千代田区神田駿河台3-2-11 連合会館1階 原水禁気付 
　　　　TEL.03-5289-8224　Email sayonara2nukes@gmail.com 
http://sayonara-nukes.org ←ホームページは「さようなら原発」で検索。 

「核燃料サイクル破綻の現状 その１ 再処理工場の危険性」

「核燃料サイクル破綻の現状 その２ 計画破綻の数々と現状」
 日　時：６月12日（木）18：00～

〈プロフィール〉
　東京生まれ。中央大学経済学部卒。 1987年チェル
ノブイリ原発事故を契機とした「反原発出前お店」
に参加し、脱原発の活動を始める。 1989年ドイツの
バッカースドルフ、ゴアレーベンを訪れ、放射性廃
棄物・プルトニウム問題と向き合う。元原子力資料
情報室、スタッフ。核燃サイクル阻止１万人訴訟原
告団、運営委員。

内容：再処理工場の数々の危険性について、解説します。
　　　この工場は、原料が高レベル放射性廃棄物である使用済み核燃料、とりだされる製品が
　　　プルトニウムという超危険施設。アメリカの核兵器開発計画の中で軍事施設として生み
　　　出され、安全性や環境に配慮するという考え方は放棄しないと運転できません。

内容：ヤルやる、デキルできると計画と方針ばかりを唱え続けてきた核燃料サイクル。数々の
　　　事故、失敗、不始末、破綻した計画、その尻拭いに奔走する日本の原子力政策を検証し
　　　ます。
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